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 パイロット校からのレポート 

 スリランカ防災教育プログラム後の活動報告 

 
米国国際開発庁（USAID）とアジア防災センター（ADRC）

の共同プロジェクト「スリランカ防災教育プログラム」につ

いては、ADRCハイライト161号でご紹介したとおり本年3月

末をもって成功裏に終了しました。現在、スリランカ・ゴー

ル県内において、プログラムの成果として発表したアクショ

ンプランをもとに、防災教育の更なる促進へ向けて、各々取

り組みを行っています。以下はパイロット校の一つであるサ

ンガミータ・カレッジからのレポートです。 

************* 

本校では、防災の意識

の向上を図るプログラ

ムを計画し、次のとおり

実施しています。 

まず、12 年生に対し

て防災についての講義

を行い、うち50 名を学

生防災リーダーとして

選出しました。 

5月25日には、ゴール地区長の主催のもと、ゴール区内の

教員向けのワークショップを開催し、前記の防災リーダー50

名の学生も参加しました。教員と防災リーダーは、ワークシ

ョップの中で、与えられた課題についてそれぞれ発表を行い

ました。さらに防災リーダーは緊急事態に迅速に対応するた

め、それぞれ各一クラスを担当として割り当てられました。 

 防災リーダーたちは、

7つのグループに分かれ、

さらにトレーニングを

受けました。その後、各

グループは一学年ずつ

担当し、防災プログラム

を実施することになり

ました。最初の防災プロ

グラムは8年生向けに7

月5日に、続いて10年生向けのプログラムが8月2日に実

施されました。その他の学年へは、以下のスケジュールで実

施される予定です。 

9月11日：11年生、9月12日：9年生、9月13日：7年

生、9月18日：6年生、9月19日：5年生 

 さらに、このプログラムの終了後、トレーニングを行って

くれた学生に対し、修了書を交付することになっています。 

（サンガミータ・カレッジ、ハサナ教諭） 

************* 

この件につきましては、吉田研究員(yoshida@adrc.or.jp) 

までお問い合わせください。 

 

 ADRC 客員研究員レポート 

 カリバイ・カナトベック研究員（キルギス共和国） 

 
 キリギス共和国非常事態省外交・投資局チーフスペシャリ

ストのカリバイ・カナトベック（Karybai uulu Kanatbek）

と申します。非常事態省

での私の主な職責は、自

然災害や技術災害といっ

た非常事態からの国民お

よび国土の保護、国際会

議の補佐、国内や近隣諸

国の災害状況の把握、諸

外国との交渉といった調

整業務です。 

 キルギス共和国は中央アジアの北東に位置しており、面積

は198,500平方キロメートル、人口は510万人です。高い山々

が連なり平均標高は2,750メートル、最も高いポベディ山は

7,439メートルです。国土の94％以上が標高1,000メートル

を超えています。 

 非常事態省の調べによると、キルギスには世界に 75 種類

ある自然災害のうち 20 種類、例えば地震、土石流、洪水、

地滑り、雪崩、湛水などが発生します。 

ADRCは設立以来、アジア地域の災害リスク評価、災害リス

ク軽減および防災行政分野における調整機関となっていま

す。そして ADRC メンバー国は、災害から学んだ理論的知識

を互いに共有するだけでなく、そうした知識を実行に移すこ

とができます。この ADRC の客員研究員として、私の目的と

立場は非常に重要なものだと考えています。私は ADRC で、

災害予防、緊急災害対策、災害復興、地震災害対策、コミュ

ニティベースの早期警戒システム等について学びたいと考

えています。こうした分野を学ぶために、日本で近年地震の

被害を受けた地域を訪問したいと思っています。ADRCでの経

験が私のキルギスでの仕事に必ず役に立つと考えています。 

私はキルギス共和国に帰国した後、日本でこれから学ぶあ

らゆるスキルや知識を活用するつもりです。日本で ADRC や

メンバー国から経験を積む機会をいただき、ADRCや日本政府

に大変感謝しています。 


